
 

 
 

 
 

 

内容 件数 金額

長寿祝金 1 50,000

安静加療 3 15,000

入院見舞 5 279,000

消
費
税
減
税
を 

実
現
さ
せ
よ
う 

9
月
24
日
の
夕
方
よ
り
Ｊ
Ｒ
吹

田
駅
北
口
前
で
消
費
税
廃
止
吹
田
連

絡
会
と
消
費
税
を
な
く
す
大
阪
の
会

が
合
同
で
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

民
商
、
新
婦
人
、
消
費
税
を
な
く
す
会

の
千
一
・
片
山
・
山
手
の
会
と
大
阪
の

会
の
4
団
体
15
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
学
生
や
買
い
物
客
、
お
勤
め
帰
り

の
ま
ち
の
人
へ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で

窮
地
に
立
た
さ
れ
る
中
小
業
者
の
実

態
や
物
価
高
対
策
と
し
て
の
消
費
税

減
税
の
重
要
性
と
、
衆
参
共
に
少
数
与

党
に
追
い
込
ん
だ
選
挙
結
果
を
活
か

し
て
、
野
党
に
減
税
の
公
約
実
現
を
迫

ろ
う
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

共
済
だ
よ
り 

安
静
加
療
見
舞

金
給
付
は
い
ず
れ

も
ケ
ガ
に
よ
る
も

の
で
し
た
。
入
院
見

舞
金
は
脳
卒
中
・
心

筋
症
・
手
指
の
殺
傷

で
し
た
。
今
回
の
給

付
の
内
4
名
の
方
が
仕
事
中
や
自
転

車
乗
車
中
の
ケ
ガ
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
み
な
さ
ん
も
乗
り
物
や
作
業
を
行

う
場
合
は
細
心
の
注
意
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
入
院
の
原
因
と
な
っ

た
脳
卒
中
や
心
筋
症
な
ど
は
生
活
習

慣
病
と
の
か
か
わ
り
が
強
く
、
食
生
活

や
適
度
な
運
動
に
よ
っ
て
あ
る
程
度

は
予
防
が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
日
常

的
に
気
を
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

11
月
の
は
じ
め
に
管
理
栄
養
士
さ

ん
を
迎
え
て
「
高
血
圧
」
「
糖
尿
病
」

「
脂
質
異
常
症
」
な
ど
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
食
生
活
に
つ
い
て
の
勉
強

会
を
行
う
予
定
で
す
。
あ
ら
た
め
て
日

程
な
ど
具
体
的
に
お
知
ら
せ
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
健
康
が
気
に
な
る
方
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
共
済
会
で

は
毎
年
の
様
に
健
康
に
つ
い
て
の
勉

強
会
を
し
て
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
気
に
な
る
こ
と
、
聞
い
て

み
た
い
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
役
員
や
事

務
局
に
お
話
い
た
だ
け
れ
ば
そ
う
し

た
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
勉
強
会
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

倉
敷
民
商
弾
圧
事
件 

禰
屋
さ
ん
無
罪
に
向
け
一
歩
前
進 

禰
屋
さ
ん
の
裁
判
は
、
高
裁
か
ら
地

裁
に
差
し
戻
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

公
判
が
開
か
れ
な
い
ま
ま
11
年
以
上

が
経
っ
て
い
ま
す
。
9
月
26
日
、
三

者
（
裁
判
官
、
弁
護
団
、
検
察
官
）
の

進
行
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
岡
山
地

裁
・
本
村
裁
判
長
は
、
弁
護
側
の
求
め

て
い
た
証
人
に
つ
い
て
数
人
を
採
用

す
る
意
向
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
向

け
12
日
に
要
請
行
動
を
取
り
組
み
、

全
国
の
民
商
や
国
民
救
援
会
が
中
心

と
な
っ
て
「
禰
屋
さ
ん
の
無
罪
判
決
を

求
め
る
署
名
」
を
37
万
４
６
４
４
筆
、

「
弁
護
団
申
請
の
証
人
・
証
拠
の
採
用

を
求
め
る
」
要
請
書
を
２
１
３
３
枚
提

出
す
る
な
ど
運
動
を
強
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
要
請
行
動
の
中
で
禰
屋
さ
ん

は
「
私
は
犯
罪
を
犯
し
て
い
な
い
の
に

428
日
間
も
勾
留
さ
れ
ま
し
た
。
今
12

年
を
迎
え
、
い
ま
だ
に
刑
事
被
告
人
と

し
犯
罪
者
の
烙
印
を
押
さ
れ
、
著
し
く

人
間
の
尊
厳
が
壊
さ
れ
、
人
権
が
著
し

く
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
事
件
の

当
事
者
で
あ
る
建
設
会
社
の
社
長
夫

妻
を
証
人
と
し
て
尋
問
し
て
く
だ
さ

い
。 

そ
う
す
れ
ば
、
私
が
何
を
し
た

か
分
か
り
ま
す
。
太
田
全
商
連
会
長
を

は
じ
め
弁
護
団
申
請
の
証
人
、
学
者
の

意
見
書
を
採
用
し
て
く
だ
さ
い
。
検
察

に
起
訴
の
取
り
下
げ
を
示
唆
し
て
く

だ
さ
い
。
公
平
・
公
正
な
裁
判
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

地
域
別
最
低
賃
金 

大
阪
は
１
１
７
７
円
に 

２
０
２
５
年
度
の
大
阪
府
の
最
低

賃
金
は
、
10
月
16
日
か
ら
時
間
額
１

１
７
７
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
通

し
で
す
。
こ
れ
は
現
行
の
１
１
１
４
円

か
ら
63
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
上

げ
幅
・
率
と
も
に
過
去
最
大
で
す
。
こ

の
引
き
上
げ
は
、
大
阪
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
か
ら
の
答
申
に
基
づ
く
も
の

で
、
正
式
決
定
後
に
10
月
16
日
の
労

働
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

※ 最低賃金との比較する金額の計算方法 

① 時間給の場合 時間給 

② 日給制の場合 

日給 ÷ １日の平均所定労働時間 

③ 月給制の場合 

月給 ÷ １年間における１か月平均所定労働時間 

④ 出来高給（請負給）の場合 

賃金算定期間（賃金締切期間）に支払われた総額  

÷ その期間に出来高制によって労働した総労働時間 

⑤ ①～④が混在 

各賃金の１時間あたりを算出し合計した額  

伝
言
板 

無
料
法
律
相
談 

10
月
16
日
（
木
）
13
時
00
分 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
の
出
張

相
談
会
で
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

10
月
の
記
帳
会 

10
月
21
日
（
火
）
14
時
00
分 

10
月
23
日
（
木
）
19
時
00
分 

普
段
使
っ
て
い
る
帳
簿
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要

な
方
に
は
豊
中
民
商
さ
ん
作
成
の
エ

ク
セ
ル
会
計
の
フ
ァ
イ
ル
を
提
供
し

て
い
ま
す
。 

 

入
会
対
象
者
向
け
の
相
談
会 

10
月
27
日
（
月
）
18
時
00
分 

10
月
28
日
（
火
）
13
時
30
分 

民
商
に
ま
だ
入
会
さ
れ
て
い
な
い

方
を
対
象
に
し
た
相
談
会
で
す
。
案
内

ビ
ラ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
宣
伝
し
ま

す
。
配
布
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

労
働
保
険
料
第
2
期
分 

自
動
引
き
落
と
し
日
は
10
月
24

日
で
す
。
保
険
料
の
通
知
は
10
月
上

旬
に
郵
送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
口

座
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

自
主
申
告
サ
ポ
ー
タ
ー
学
校
（
19
時
） 

第
2
回 

10
月
8
日
（
水
） 

「
納
税
者
の
権
利
と 

税
務
調
査
と
徴
収
対
策
」 

講
師
：
立
命
館
大
学
・
望
月
隆
教
授 

第
3
回 

 

10
月
15
日
（
水
） 

「
自
主
記
帳
・
自
主
計
算
活
動
と 

3
・
13
統
一
行
動
の
発
展
」 

「
各
地
の
実
践
報
告
」 


